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1．はじめに 
 よく知られているオンラインコミュニケーション手
法としてチャットがある．現在のチャットシステムの多く
は一次元の時間軸に対し文章で会話するシステムである．
このようなチャットシステムの他に，二次元キャンバスを
用い文章だけでなく線や図形の描画，画像の表示などでコ
ミュニケーションを行うホワイトボードシステム[1]二次
元チャットシステム[2][3][4]がある．  
 これらの二次元チャットシステムにおける問題点とし
てユーザの任意の位置に発言が可能であることから，時間
軸に対する発言の流れが把握しにくいといった点がある．
また発言の移動や表示範囲の移動にマウスを用いるため，
キーボードとマウスの持ち替えが一次元チャットシステ
ムより頻繁に必要であるという点がある． 
 本研究では二次元チャットシステムfireflyにおいてキ
ャンバス上の会話情報を容易に把握できる手法の提案を
目的とし以降その手法について述べる． 
 

2．二次元チャットシステムの概要 
 二次元チャットシステムとはX-Y座標という二次元情
報を持つキャンバス上で会話を行うチャットシステムの
ことである．自由な位置に発言を行うことにより視覚的な
グループ分けを行えるため．複数の話題に対し同時に会話
を行うことができるという利点がある．また，キャンバス
上への線の描画機能や画像の挿入機能等も備え，文字だけ
でコミュニケーションを行う一次元チャットシステムに
比べ，より豊かな表現を用いたチャットを行うことが可能
となっている． 
 

3．二次元チャットシステム:firefly 
 二次元チャットシステムfirefly（図１）のシステムはク
ライアント/サーバ方式となっている．クライアントプロ
グラムの作成にはFlash[5]が採用されており，Flash 
Playerがインストールされたブラウザで使用することが
できる．サーバプログラムにはRuby[6]が採用されている．
クライアントプログラムには円滑な議論を行うための補
助機能としてキャンバス全体を見渡せるナビゲーション
機能と時間軸に対する発言の順書を表示するタイムライ
ン機能が実装されている．また自由曲線，直線，円，矩形
が描画できる機能である描画ツールが実装され，よりイン
タラクティブなコミュニケーションが可能となっている．
キャンバスは発言が増えるにつれ右方向へ拡大していき
発言可能な領域は一定の広さを保つ． 
 発言同士が重なった場合，後からされた発言は先に存在
する発言の返信とみなし，先に存在した発言の下に発言を

再配置する機能や，時間軸に対し最新の発言10個に番号
を割り当て発言の前にIDを付けて発言することにより通
常の発言とほぼ同じ操作で目的の発言に容易に返信でき
る簡易返信機能が実装されている．また，議論の途中から
ログインしたユーザにも一定量のログデータを送信する
ことによりログイン前の話題を参照できるようになって
いる． 
 

 

 
図１：firefly全景 

 

4．fireflyにおける問題点 
 fireflyではナビゲーション機能によってキャンバス全
体を縮小表示し，どの位置で活発に議論を行われているか
を把握しやすくしている．しかしナビゲーション機能では
発言のされた位置は表示されるがそれぞれの発言の内容
は参照できない．それぞれの発言内容を参照したい場合キ
ャンバスの表示位置を移動する必要がある．発言が増える
につれキャンバスが右方向へ拡大していくため，過去の発
言がされた位置にフォーカスを移動する場合，スクロール
バーを操作するかナビゲーションウィンドウで任意の位
置にフォーカスを移動する．この操作の際キーボードから
マウスへの持ち替えが必要となる． 
 fireflyのタイムラインウィンドウは発言アイコンと同
色のアイコンを時間軸にそって表示している．しかしアイ
コンだけでは強調表示された発言がキャンバスのフォー
カス外にあった場合キャンバスをスクロールし発言を探
す必要がある．また参加者の発言アイコンの色が同じにな
ってしまった場合どの参加者が発言したのかを把握しに
くくなってしまう． 
 

5．会話情報の表示手法 
 前章で述べた問題点を改善するために，時間軸に沿った
発言の動向とキャンバス全体の発言を容易に把握できる
手法を考案した． 
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5.1 キャンバスの表示切り替え機能 
 暦本純一氏が開発したTimeScape[7]における情報表示
手法を参考に，表示範囲をキャンバス全体の断面とし疑似
三次元的に表示することにより表示範囲を移動すること
なくキャンバス全体の議論の動向を把握しやすくする機
能を考案した(図2)．これは従来手法のようにキャンバス
の表示範囲を移動するのではなく，横方向の尺度を変える
ことにより表示されるキャンバスの範囲を広げる手法と
なっている．この機能により活発に発言が行われている位
置だけでなく，遠い過去に行われていた議論も見渡せるよ
うになる．また表示を切り替えた状態でキー操作で参照し
たい範囲を選択することによりキーボードからマウスに
持ち替ることなくキャンバスの任意の位置にフォーカス
を移動することができる． 
 キャンバスの表示を切り替えると発言同士の間隔が狭
まったり重なったりしてしまい個々の発言を認識しづら
くなってしまう場合がある．このような場合でもそれぞれ
の発言を認識しやすくするため，選択した範囲以外に配置
されている発言アイコンを半透明にして表示し選択範囲
の発言を明確に表示している． 
 キャンバスを三次元的に表示し横方向の尺度を縮め表
示されるキャンバスの範囲を広くすることで発言の位置
だけでなく過去に行われていた議論も容易に参照するこ
とができ，キャンバス全体の議論の動向が把握しやすくな
るのではないかと考えた． 
 

 

図 2：キャンバスの表示切り替え 
 

5.1 Serial Chatウィンドウ(図3) 
 タイムラインに表示される情報をアイコンだけでなく
発言者の名前と発言の内容を一次元チャットのように時
間軸に沿って表示するウィンドウを作成した．アイコンに
マウスポインタを重ねるとアイコンに対応した発言がハ
イライトされるようになっている．これにより発言の時間
軸に沿った流れをより容易に把握できると考えられる．ま
た参加者の発言アイコンが同色になった場合でも参加者
の名前や発言の内容で，どの参加者が発言したのかを把握
しやすくなると考えられる．発言アイコンがキャンバスの
フォーカス外にあった場合にも発言者と発言内容を参照
することができる． 
 

 

図3：Serial Chatウィンドウ 
 

6．まとめ 
 Serial Chatウィンドウについては表示する発言の件数
やウィンドウの大きさなど検討する必要がある．ウィンド
ウで表示するのではなくキャンバス外に常に表示するな
ど表示する位置も検討したい．また時間軸に沿った発言を
表示するのではなく，活発に議論が行われている範囲の発
言を抽出して表示するウィンドウを表示するなど，より議
論の動向を容易に把握できる手法を検討したい． 
 キャンバスの表示切り替え機能については切り替えを
行った際に重なってしまった発言の個々の内容を明確に
認識できる手法の検討があげられる． 
  

7．おわりに 
 議論の動向の把握を容易にするため，Serial Chatウィ
ンドウの提案と，キャンバスの表示を切り替え表示範囲を
キャンバス全体の断面とし疑似三次元的にキャンバス全
体を表示しする機能の提案を行った．今後これらの機能を
実装し評価実験を行い有効であるか調査したい．またキー
ボードで行う操作が多くなり直感的に操作が行いにくく
なるためヘルプメッセージを表示する機能の実装を予定
している． 
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